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子
供
が
鳥
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の

で
、
た
ま
に
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に

出
掛
け
て
い
ま
す
。

こ
の
観
察
会
に
は
、
今
回
初
め
て
参

加
し
ま
し
た
。
身
近
な
所
に
こ

ん
な
に

鳥
が
い
る
な
ん
て
、
驚
き
ま
し
た
。 五香六実吉田多賀子さん

裕司くん

野鳥観察会

松飛台中村敏江さん

元信くん

１
月
1
9
日
午
前
８
時
3
0
分
、
新
京
成

常
盤
平
駅
に
、
双
眼
鏡
・
望
遠
鏡
を
手

に
し
た
人
た
ち
が
続
々
と
集
ま
っ
て
き

ま
し

た
。
こ

の
日
行

わ
れ
る
野
鳥

観
察

会
（
公

園
緑
地

課
主

催
）
に
参
加

す
る

皆
さ
ん
で
す

。

今

回
の
コ
ー
ス

は
、
常
盤
平

駅
か
ら

千

駄
堀
を

通
り

、
八
柱
駅
ま
で

。
途
中
、

講
師
の
説
明

を
聞
き
、

野
鳥

を
観
察
し

ま
す

。

実

際
に

自
分
の
足
で

歩
い

て
み

る
と
、

市
内
に

残
さ
れ
た
自
然
に

、
改
め
て

驚

か

さ
れ
ま
す
。
ふ
だ

ん
何
気
な

く
見
て

い

た
木

立
ち
の
中
に

は
、
鳥
た

ち
の
小

さ
な
世
界
が

あ
り

ま
し
た
。

六

十

一
人
の

参
加
者
で
見
つ

け

る
こ

と
が
で
き
た

鳥
は

、
ア

カ
ハ

ラ

、
コ

ゲ

ラ
、
ア
オ
ジ

、
コ

ガ
モ
、

カ
ル

ガ
モ

な

ど
三
十
四

種
類
。

望
遠

鏡
の

中
の
鳥
た

ち
は
、
羽
の

色

・

く
ち

ば
し
・
体
の

模
様
の

違
い

な
ど

は
っ

き
り
と
そ
の

個
性
を
主
張
し
て

い

ま

す
。
自
然
と
人
間
と
の

共
存
を
、
実

感
し

た
一
日

で
し
た

。

※
次
回
の
野

鳥
観
察
会
の
日

程
は
、
６

ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て

あ
り

ま
す
。

個性豊かな隣人たち
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に

住みよい街づくりを目指して（左＝下水道工事・右＝六和クリーンセンター内ごみピット）

し
尿
・
ご
み
・
下
水
道

公
共
料
金
を
改
定
し
ま
す

昨
年

の
９

月
定

例
市

議
会
で

、

し
尿

処

理
・
事

業

所
系
ご

み
手

数
料

、下

水

道
使
用

料

金
の

改
定

が
可
決

さ

れ
ま
し

た
。

料
金

の

改
定

は
４

月
１
日

か

ら
実

施
さ

れ
ま

す
が

、
市

民
の
皆

さ

ん
の

負
担

を
少
し
で

も

軽
減

す

る
た
め

、
三

年
間

に

わ
た
っ

て

少
し

ず
つ

料
金

を
引

き
上

げ
ま

す
。

な
お

、

各
料

金
に
は

消
費

税
相

当
額

が
加

算
さ

れ
、

円
単

位
ま
で

い

た
だ

く
こ

と

に
な

り
ま

し
た

。

市
民

の

皆
さ

ん
の
ご

理

解
と
ご

協
力

を
お
願

い
し

ま

す
。

し

尿

処

理

手

数

料

の

改

定

市
で
は
、
し

尿
収
集
に
必
要

な
経
費
の
半
分
以
上
を
負
担
し

て
い
ま
す
が
、
諸
物
価
の
高
騰

な

ど
に

よ
り
、
市

の

負

担
は

年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。

今
回
の
改
定
は
、
財
政
の
健

全
化
と
、
昭
和
6
1
年
以
来
行
っ

て
い
な
い
受
益
者
負
担
の

適
正

化
を
図
る
た
め

、
手
数
料
の
改

定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
で

市
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

内

容

…

市

政
へ

の

意

見

提

出
の

ほ

か

、
会

議
（

研

修
会
）
・

市

内
公

共

施

設
の

見

学

・

市

議

会
の

傍

聴

な
ど

対
象
…
市
内
に
引
き
続
き

一
年
以
上
居
住
し
て
い
る
二

十
歳
以
上
の
人
で
、
本
市
で

ほ
か
の
制
度
の
モ
ニ
タ
ー
に

な
っ
て
い
な
人

平
日

に

会

議
（
研

修

会
）
を

実
施

し

ま

す
の

で

、
参

加

可

能

な

人

定
員

・
二

十
人

謝

礼

…
薄

謝

任

期

…
４

月
１

日

か

ら

一

年

間２
月
2
9
日
必
着
で
、
ハ

ガ
キ
に
市
政
に
つ
い
て
の
簡

単
な
意
見
、
ま
た
は
モ
ニ
タ

ー
に
応
募
し
た
動
機
と
、
住

所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本

三
八
七
-
五
松
戸
市
役
所
市

民

相

談
室

へ

下

水

道

使

用

料

の

改

定

下
水
道
使
用
料
は

、
昭
和
6
1

年
以

来
、
処
理
経
費
を
極
力
抑

え
経
費
の
合
理
化

を
図
っ
て
据

え
置
い
て
き
ま
し
た

が
、
処
理

し尿処理手数料　表Ａ

費
が
下
水
道
使
用

料
を
大
幅
に

上
回
り

、
平
成
６

年
度
末
に
は

七
十
一
億
円
の

欠
損
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
平
成
４

年
度
か
ら
６

年
度
に
か
け
て
ス
ラ
イ
ド
方
式

制頭人

世帯

人員

現行料金

(月　 額)

平成4年4月

からの料金

平成5年4月

からの料金

平彪年4月

からの料金

１人 360円 380円 400円 420円

２人 540円 570円 600円 SO 円

３人 ｱ20円 ｱ60円 800円 8∠10円

４人 1,080円 1,1∠10円 1,200円 1,260円

５人 1,260円 1,330円 1,400円 1,470円

６人 1,440円 1,520円 1,600円 1,680円

フ人 1,620円 1,710円 1,800円 1,890円

８人 1,800円 1,900円 2,000円 2,100円

９人 1,980円 2,090円 2,200円 2,310円

10人 2,160円 2,280円 2,400円 2,520円

従　　　　 量　　　　　制

似1当たり6.8円 7.2円 Z.5円 Z.9円

き
る
だ
け

輊
く
す
る
た
め
、
料

金
の
引
き
上

げ
は
、
平
成
４

年

度
か
ら
６

年
度
ま
で
の
三
年
間

に
わ
た
り
ス
ラ
イ
ド
方
式
で

行

い
ま
す
（

表
⑥
）
。

事
業
所
系

ご
み
手
数
料
の
改
定

多
量
に

ご
み

を
排
出
す
る
人

（
主
に
事
業
者
な
ど
）
に
対
し

て

、
応
分
の
負
担
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
九
年
ぶ
り
に
処
理

手

数
料

を

改
定

し

ま

す
（
表

⑧
）
。

市長を囲んで懇談の機会もあります

に
よ
り

料
金
の
改
定
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し

た
（
表
⑧
）
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

醴
し
尿
＝
清
掃
第
二
課
料
金
係
、

事
業
所
系
ご
み
＝
清
掃
部
管
理

課
庶
務
係
、
下
水
道
＝
下
水
道

部
施
設
課
管
理
係

事業所系ごみ手数料 表⑧

手 数 料 現 行 改 定 料 金

一般廃棄物

(20kgを超える
１kgにつき)

6円
平成４年度 7円
平成５年度 8円
平成６年度 9円

産
業廃棄物

(市長が別に定
めるも
の)
(焼却処分)
(埋め立て処分)

8円
8円
（焼却処分）16円

動物
の死体
（１頭につき）

600円
市による運搬処分
１頭1,500円
自 己 搬 入
１頭1,000円

(１ヵ月使用料金)下水道使用料　表⑥

区分

現行

料金

改 定 料 金

平成
4年度
平成
5年度
平成
6年度

一般

基本使用料 10㎡まで 60O円 650円 650円 700円

超過使用料

１㎡につき

10㎡を超え20㎡まで 600円 60円 65円 70円

20㎡を超え30㎡まで 70円 75円 80円 80円

30㎡を超え50㎡まで 80円 85円 90円 90円

50㎡を超え80㎡まで 100円 110円 120円 120円

80㎡を超え200㎡まで 120円 130円 140円 150円

200㎡を超える分 15O円 150円 17O円 190円

浴場 １㎡につき 22円

中部小附属・小金小附属
市立幼稚園の園児を再募集します

市

立

中

部
小

学

校
附

属
幼

稚

園
と

小

金
小

学

校

附

属
幼

稚

園

で

は

、

平

成
４

年

度
の

入

園

児

を

再

度

募

集
し
て

い

ま

す

。

入

園

資

格

・
市

内
に

住

所

を

有
す

る

、
昭

和
6
1
年
４

月

２

日

か

ら
6
2
年
４

月
１

日
ま

で

に

生

ま

れ

た

幼
児

受

付

場

所
・

各

幼

稚
園

※
該
当
す
る
幼
児
の
住
民
票
一

通
と
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

費
用
・

入
園
に
際
し
て

、
入

園
料
（
現

行
三
千

円
）
、
帽
子
、

ス
モ
ッ
ク
、
上
履
き
な
ど
で
一

万
五
千
円
程
度
必
要
に

な
り
ま

す
。こ
の
ほ
か
に

、
毎
月
の

保
育

料
（
現
行
六
千
円
）
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

費
、
給
食
費
、
絵
本
代
な
ど
で

一
万
円
程
度
必
要
で
す
。

教
育
委
員
会
学
務
課
6
6
-

7
4
5
7
番
、
中
部
小
附
属
幼

稚
園
6
3
-
2
5
6
9
番
、
小

金
小
附
属
幼
稚
園
4
1
-
2
0

0
3
番

元気な子供たちの輪が広がります

３
月
定
例
市
議
会
開
催
予
定

平
成
４
年
松
戸
市
議
会
３
月

定
例
会
は
、
３
月
４
日
～
２
７

日

の
日
程
で

開
催
さ
れ
る
予

定
で

す
。

請
願
・
陳
情
は
、
２

月
2
8日

午
後
５
時
ま
で
に

提
出
し
て

だ
さ
い
。

※
傍
聴
さ
れ
る
と
き
は
日
程
を

確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

市
議
会
事
務
局
議
事
課

27 25 24 23 18 17 16 13 12 11 ９ ５ ４ 期

日金 水 火 月 水 火 月 金 木 水 月 木 水

本会

議

予算

審
査

特別

委
員
会

常任

委
員
会

本会

議

常任

委
員
会

招集

日
・
本
会
議

会

議

予

定

議案

等
の
議
決

平成

４
年
度
各
会
計

予算

議
案
審
査

議案

等
の
審
査

一般

質
問

補正

予
算
議
案
議
決

補正

予
算
議
案
審
査

施政

万
針
・
議
案
説
明

主

な

内

容

水
道

検
針
員
（
補

欠
者
）
募

集

対
象
五
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の

女
性
で

、
身
体
強
健
な
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
の
あ
る
人
　
定
員
若
干

名
　

内
容
小
金
・
常
盤
平
地
区

の
市
営
水
道
を
使
用
し
て
い
る

家
庭
の

水
道
メ
ー
タ
ー
を
読
み

取
る
業
務
な
ど
　
応
募
期
限
２

月
2
6日

ま
で

松
戸
市
上
下
水
道
管
工
事
業

協
同
組
合
　
6
6
-
2
8
9
8
番

中

学
校

給
食
用

食

材
の
納
入

業

者

を
募
集

平
成
２
年
度
か
ら
、
弁
当
併

用
に
よ
る
選
択
給
食
が
市
内
二

つ
の

中
学
校
で

開
始
さ
れ
、
平

成
４
年
度
に
さ
ら
に
四
校
で
実
施

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
象
校
古
ヶ
崎
・
小
金
北
・

常
盤
平
・
栗
ヶ
沢
・
六
実
・
和

名
ヶ
谷
中
学
校
　

条
件
安
価
で

艮
質
の
食
材
を
一
定
の

条
件
内

で
安
定
的
に
納
入
で

き
る
こ

と

教
育
委
員
会
保
健
体
育
課

6
6
-
7
4
5
9
番
（
２
月
2
9

日

ま
で
）

市

内

保
育

所
臨

時
保
母

を
募

集
職
種
産
休
・
育
休
代
替
保
母

対
象
保
母
・
幼
稚
園
教
諭
の
資

格
・
免
許
を
持
っ
て
い
る
、
五

十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
人
（
健

康
で
保
育
に
熱
意
の
あ
る
人
も

可
）
勤
務
時
間
月
～
金
曜
日
＝

午
前
８
時
3
0
分
～
午
後
５
時

（
午
前
・
午
後
の
み
の
勤
務
も

可
）
、
土
曜
日
＝
午
前
８
時
3
0

分
～
午
後
０
時
3
0
分
（
隔
週
勤

務
も
可
）
。
勤
務
時
間
は
相
談
に

応
じ
ま
す
。
貸
金
時
給
七
百
六

十
円
　

福
利
厚
生
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
制

度
あ
り
　

交
通
費

七
千
五
百
円
ま
で
支
給
　
勤
務

場
所
市
内
公

立
保
育
所

保
育
所
課
保
育
指
導
係

4月1日
から
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ど 3
/
1
～
7
　
春
の
火
災
予
防
運
動

指
さ
し
、
声
出
し
、
う
っ
か
り
火
災
な
し

火

災
の

発

生

を

防
止

し

、
死

傷

事

故
や

財

産
の

焼

失

を

防
ぐ

た

め

、
全

国

一

斉
に

火

災

予

防

運

動

が

実
施

さ

れ
ま

す

。

昨

年

、
市

内
で

の

火

災

発

生

件

数

百
七

十

七

件
の

う

ち

、

約

七

割

（
百

二

十

八

件
）

が

火

気

取

り

扱
い

の

不

注

意
や

不

始

末

に

よ

る

も
の

で
し

た

。

消
防
局
で
は
、
こ
れ
ら
の
”
う

っ
か
り
火
災
”
を
防
ぐ
た
め
、

「
指
さ
し
防
火
」
を
推
進
テ
ー

マ
と
し
て
火
災
予
防
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

運
動

期
間
中
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て

、
正
し
い
火
の
取

り
扱
い
や
初
期
消
火
の
方
法
な

ど
を
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う
。

防

災

点

字

読

本

の

配

布

視
覚
障
害
者
で

点
字
を
解
読

で
き
る
人
に
、
火
災
や
地
震
な

ど
の
災
害
発
生
時
に

対
す
る
知

識

が
盛
り
込
ま
れ
た
「
防
災
点

字
読
本
」
を
、
職
員
が
お
届
け

し
ま
す
。
点
字
が
解
読
で

き
な

い
方
に
は
、「
防
災
テ

ー
プ
」
を

配
布
し
ま
す
。

３
月
１
日
か
ら
総
合
福
祉
会

館
内
の
身
障
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
、

読
本
と
テ
ー
プ
を
置
い
て
、
希

望
者
に
貸
し
出
し
し
ま
す
。

消

防

音

楽

隊

ド
リ
ー
ム
コ
ン
サ
ー
ト

消
防
音
楽
隊
が
発
足
し
て
、

二
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
音
楽
隊
を

通
し
て
、
さ
ら
に
消
防
に

親
・

ん
で

い

た

だ

け

る
よ

う

、

楽
し

い

音
楽

会

を

開

催
し

ま

す

。

日

時
・

３

月
１

日

午

後
１

時
～

３

時

会

場
・

市

民

会
館

内
容
一
部
＝
消
防
音
楽
隊

の

演

奏

、

二

部

＝

音

楽

協

会

（
ス

イ

ン

グ

セ

ピ
ア

）

の

演
奏

、

三

部
＝

救

急

劇

と
救

急

の

歌

発

表

、
四

部
＝
フ

ァ
イ

ヤ

ー
シ
ル

ク

ス
に

よ

る

ス
テ

ー
ジ

ド
リ

ル

家

庭

防

火

診

断

の

実

施

家

庭
か

ら

の

出
火

を

な

く

す

た

め

、

消
防

職

員

が
皆

さ

ん
の

火の元チェックのお手伝いもしています（家庭防火診断）

家
庭
に
伺
い
、
火
の
元
の
点
検

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

各
消
防
署
で

は
、
火
災
に
対

す
る
予
防
・
初
期
消
火
方
法
な

ど
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
随
時
、
防
災

指
導
員
に
よ
る
防
災
指
導
を
行

っ
て

い
ま

す
。

要
望
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で

、
お
気
軽
に
最
寄
り

の
消
防
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
各
消
防
署
で
は
、
火
災
予
防

運
動
中
、
下
表
の
と
お
り
各

種
の
行
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
ご
家
族
な
ど
で

、
ぜ
ひ

お
越
し

く
だ
さ
い

。

消
防
局
救
急
防
災
課
　
6
3
-

1
1
1
1
内
線
２
１
６
）
番

ど

の

家

庭

で

も

火

の

元

点

検

を

消
防
局
救
急
防
災
課

長

谷
川

由
佳
里

春の火災予防運動行事一覧

防

火
診

断
の

た
め
に

、

各

家
庭

を
回
っ

て

い
ま

す
。

ど

の
家

庭

も
防
火
に

は

気

を
配

っ
て

い

ま
す

ね
。
で

も
、

油
断

は

禁
物

。「

ま

さ
か

う
ち

に

限
っ
て
・

」
と
思

わ
ず

、

火
の

元
に

は

注
意

を
お
願

い

し

ま
す

。

ま
た

、
家

の
中
だ

け
で

な

く
、
放
火

を

防
ぐ

た
め
に

家

の

外
に
燃

え

や
す
い

も
の

を

置

か

な
い

こ

と
も
大

切
で

す

。

行事名 日 時 場 所 内 容

消防訓練と

消防音楽隊
ミニコンサ
－卜

3/1

午前9時20分~10時20分

松戸駅西

ﾃﾞｯｷ

･駅前商工振興

会等による避難訓練･京成ﾊﾞｽ松戸営業

所による消防救助

訓練・消防音楽隊ミニコ

ンサート

・ぬいぐるみ

防火テニス
大会

3/10

午前9時~
松戸ﾃﾆｽｸﾗ
ﾌﾞ

・ミックスダブ

ルスで消防署長杯をめぐり競技を行う。(自由参加。有料)

東部消防署
消防フェア
ー

3/1
午前1時~正
午

ﾏﾙｴﾂ高
塚店

・お火無樣の展示

・消火訓練

・消防相談所の開

設・地震体験

火災予防グラウンドゴ

ルフ

３／７

午前10畤~

午後0眄30

分

六実中央公
園

・ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ

を適して皆さんと親睦

睡を深め、火災予防

への協力を求める。

・消防音楽隊の演

奏

まちかど消
防フェアー

３／７

午後1時
～4時

小金原中央商
店会広
場

・消防音楽隊の演奏

・はしご車体験乗車

･各種チャリティー

・消火訓練

・ぬいぐるみ

大切な命・守るのはあなた

交通死亡事故が急増中！

松
戸
市
内
で
は
、
今
年
に
入

り
交
通
死
亡
事
故
が
多
発

。

１
月
2
6日
現
在
で
は
死

者
三
人

と
、
昨
年
同
期
に
比

べ
二
人
も

死
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

県
内
で

も
死
者
三
十
九
人
と

交
通
死
亡

事
故
が
多
発
し
、
全

国
ワ

ー
ス
ト
四
位

と
い
う
状
況

で
す
。

交
通
事
故
に
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い

。

松
戸
警
察
署
　
6
9
-
0
1
1

0
番
、
松
戸
東
警
察
署
　
4
9
-

0
1
1
0

番

あ
な
た
の
健
康
1
7
0

最
近
、
肘
関
節
の
外
側
に
突
き
出
た

骨
が
痛
く
な
る
人
が
多
い
よ
う
で

す
。

い
わ
ゆ
る
テ
ニ
ス
肘
と
い

わ
れ
て
い
る

も
の
で

す
。

こ

れ
は
、
テ
ニ
ス
な
ど
で
、
手
に
力

を
入
れ
て

前
腕
の
筋
肉
を
使
う
と
痛
く

な
る
の
で

す
。
肘
の
外
側
は
、
こ

れ
ら

の
筋
肉
が
そ
の
突
き
出
た
骨
に
付
着
し

て
い
る
た
め

、
そ
の
部
分
に
負
担
が
か

か
り
過
ぎ
て

炎
症
を
起
こ

す
の
で

す
。

し
か
し
テ
ニ
ス
に
限
ら

ず
、
ゴ
ル
フ

治

療初
期
は
痛
い
部
分
の
安
静
（
動
か
さ

な
い
こ
と
）
が
大
切
で

す
。

ど
う
し
て
も
練
習
を
中
止
で

き
な
か

っ
た
り
、
仕
事
が
休
め
な
い
な
ど
の
理

由
で

無
理
を
重
ね
て

、
重
症
に
し
て
し

ま
う
例
も
あ
り
ま
す
。

ひ

ど
い
と
き
は
、
三
角
き
ん
な
ど
で

肘
を
屈
曲
し
た
位
置
で
つ

る
す
の

が
よ

く
、
同
時
に
湿
布
な
ど
で

冷
や
す
か
。

氷

嚢
で

短

時
間
冷
や

す
こ

や
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
で

も

起
こ

る
し
、
意
外
に
多
い
の

が
主
婦
の
手
作
業
で
す
。
ま

た
職
業
で
は
大
工
、
左
官
、

配

管
工
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

な
ど

の
、
手
を
使
う
人
に
も
多
い

の
で
す
。

ス
ポ

ー
ツ
だ
け
で
な
く
、

他
の
原
因
の
場
合
が
多
い
の

で

、
テ
ニ
ス
肘
と
い
う
名
称

は
適
当
で
は
な
い
の
で

す
が
、

そ
う
呼
ば
れ
て
き
ま
し
た

。

症

状

テニス肘

(上腕骨外側上顆炎)

肘
の
外
側
の
痛
み
が
主
で
、

骨
が
痛
い
感
じ

が
し
ま
す
。

ま
た
そ
の

部
分
だ
け
で
な

く
、
前
腕
か
ら
手
に
か
け
て

嫌
な
鈍
痛
が
ひ

び
き
ま
す
。
腕
や
手
が

し

び
れ
る
よ

う
に
感
じ
る
人
も
い

ま
す
。

日
常
動
作
で
は
タ
オ
ル
を
し
ぼ
る
と

き
、
コ

ッ
プ
を
持
ち
上
げ
る
と
き
、
ほ

う
き
で
掃
く
と
き
な
ど
に

痛
み
ま
す
。

大
部
分
の
人
は
こ
の

程
度
の
痛
み
で

す
が
、
重
症
で
は
夜
間
寝
て
い
て

も
痛

く
、
眠
れ
な
い
ほ
ど
痛
い
と

き
も
あ
り

ま
す
し
、
肘
関
節
や
手
関
節
が
動
か
せ

な
く
な
っ
て

、
握
力
も
な
く
な
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
強
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

と

が
よ
い
の
で
す
。

動
か
し
て
も
痛
み

を
我
慢

で
き
る
程
度
に
な
っ
た
ら
、

温
熱
療
法
に
き
り
か
え
て
、

ふ
ろ
で

温
め
る
こ

と
も
よ
い

の
で

す
。

い
ず
れ
に
し
て

も
医

師
に

か
か
っ
て

指
示
を
受
け
る
こ

と

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
消
炎

鎮
痛
剤
や
消
炎
性
の
湿
布
、

軟
膏
も
あ
り
ま
す
。
難
治
の

場
合
は
、
手

術
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

日

常

生

活

で

の

注

意

サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
で
前
腕

や
手
関
節
を
固
定
す
る
こ
と

が
よ
く
、
伸
び
な
い
包
帯

前
腕
の
筋
肉
を
圧
迫
固
定
し
た
り
、
テ

ー
ピ
ン
グ
で
圧
迫
固
定
し
て
ス
ポ
ー
ツ

や
仕
事
を
す
る
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、

早
め
に
ゆ
る
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

予
防
と
し
て
は
、
前
腕
の
筋
カ
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
た
め
指
の
開
閉
運
動
や
、

買
い
物
袋
ヘ
１
～
２
k
g
の
米
、
砂
糖

な
ど
を
重
り
と
し
て
入

れ
て
持
ち
あ
げ

る
よ
う
な
、
肘
関
節
の
訓
練
を
無
理
な

く
続
け
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

Ｉ

―

―
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あなたの健康生活のパートナー

「

ち
よ
っ

と

体
力

が
落

ち
て

き

た
か

な
」

「
運

動
不

足
か

な
」

「
近

ご
ろ

太

っ

て

き
て
」

。

そ
ん

な
あ

な
た

、
健

康

増
進
セ
ン

タ
ー

を
利
用

し
て

み
ま

せ

ん

か
。健

康
増

進
セ
ン

タ
ー

は
、
「

健
康

な

人

が
よ
り

健
康

に
」

を
合

言
葉

に
開

設

さ
れ
て
十

七
年

、
皆

さ
ん

の
健

康
生

活

を
応

援
し

て
い

ま
す

。

健

康
は
だ

れ
に

と
っ

て

も
大

切
な

も

の
。

も
っ

と
欲
張

り
に

あ

な
た
の

健

康

を
考
え

て
み

ま
せ

ん
か

。

中村 貞江さん

(栄町西)

も
う
六
年
も
こ
の
セ
ン

タ
ー
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
シ
ェ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー

ス
な
ど
で
運
動
不
足
を
解
消
し
て
い

る

ん
で
す
よ
。

指
導
コ

ー
ス
は
健
康
診
断
の
つ
も
り

で
受
け
て
い
ま
す
。

健
康

づ
く
り

の
方
法

を
見

つ
け

る

健
康
増
進
指
導
コ
ー
ス

健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
で

は
、

ま
ず
、
健
康
増
進
指
導
コ
ー
ス

を
受
け
て

い
た

だ
き
ま
す
。
こ

れ
は
、
皆
さ
ん
の
今
の
健
康
状

態
や
体
力
を
調
べ
、
そ
の
人
に

合
っ
た
健
康
づ
く
り
の
方
法
を

見
つ
け
よ
う
と
い
う
も
の
で

す
。

よ
り

正

確

に

受

け

や

す

く

こ
の
コ
ー
ス
の
検
査
・
測
定

項
目
は
、
表
一
の
と
お
り
で
す
。

身
体
計
測
中
の
体
脂
肪
の
測

定
に
は
「
イ
ン

ピ
ー
ダ
ン
ス
」

と
い
う
新
機
種
を
採
用
。
体
の

脂
肪
量
を
よ

り
正
確
に
計
測
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
服

を
脱
ぐ
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。

体
力
測
定
に
は
、
従
来
の
五

分
間
走
に
代
わ
っ
て

、
今
年
度

か
ら
自
転
車
エ
ル
ゴ
メ

ー
タ
ー

を
採
用
。
五
分
間
走
る
の
は
ち

。
つ
と
と
、
敬
遠
し
て
い
た
人

に
も
、
受
け
や
す
く
な
り
ま
し

た
。各
種
測
定
（
検
査
）
の
デ
ー
タ

を
、
医
師
や

保
健
婦
・
栄
養
士

ら
が
専
門
の
立
場
か
ら
検
討
し

、

各
人
に
合
っ
た
運
動
・
食
生
活
・

休
養
に
つ
い
て
、
助
言
と
指
導

を
し
ま
す
。

今
が
チ
ャ
ン
ス
！

４

月
に
入
る
と
団
体
で
の
利

用
な
ど
が
増
え
、
予
約
が
込
み自転車エルゴメーターの採用で体力測定も楽に

野
球
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
か

、
先

輩
に
勧
め
ら
れ
て
、
初
め
て
指
導
コ

ー

ス
を
受
け
ま
し
た
。

こ

れ
か
ら
は
青
少
年
会
館
（
分
館
）
の

ト
レ
ー
ニ
ン
フ

室
を
使
っ
て
、
体
力
づ

く
り

を
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

合
い

ま

す

。

今
の

う

ち

な
ら

希

望
の

日

が

取

り
や

す

く

、

検
査

に
要

す

る

時

間
も

少

な

く
て

す

み

ま
す

。

一
人

で

は
行

き

に

く
い

と
い

う

人
も

、

ご
夫

婦
・

お

友

達
同

士

な
ど

で

誘
い

合

っ
て

ご
利

用

く

だ

さ
い

。

対

象
・

市
内

在

住

ま

た
は

在

勤
の

二

十

歳
以

上

の

人

費
用
・
初
回
時
＝
三
千
円
（
1

ヵ

月
以

内
の

基
本

健

康
診

査

結

果

持
参

者

は
千

円

）
。
二

回
目

以

降
＝

千

円

実
施

日
・
＝
毎
週

月
・
火
・
金
・

土
曜
日
午
前
９
時
受
け
付
け
）

利
用

方

法

・
予

約

制

（
電

話

ま
た

は

直

接

）

川鍋 健一さん

(市内在勤)

測定(検査)項目と内容(表1)

項 目 内 容

質 問 調 査 健康調査・食生活調査・運動調査

尿　検　査 糖・タンパク・ウロピリノーゲH

血 液 検 査
総コレステロール・HＤＬコレステロール

ヘマトリツト･ヘモグロビン･ＧＯＴ・GPT

血 圧 測 定 安静時（坐位）

身 体 計 測 身長・体重・胸囲・体脂肪

肺機能測定 努力性肺活量・１秒率

心電図検査 安静時・負荷

体 力 測 定
垂直とび・握力・上体おこし

伏臥(ふくが)上体そらし･自転車エルゴメーター

新機種「インピーダンス」で体脂肪を計測します

そ
の
人
に
合
っ
た
運
動
や
食
生
活
を
指
導
し
ま
す

相
談
の
ご
案
内

２

月
2
1
日

～

３

月
3
1
日

▽
住
宅
相
談
　
毎
週
水
曜
日
午

前
1
0時
～
午
後
４

時
、
市

役
所

相
談
コ
ー
ナ
ー
で

▽
税
務
相
談
　
３

月
1
3日

午

後
１
時
１
５
時
、
市
役
所
相
談

コ
ー
ナ
ー
で

▽
登
記
相
談
　
２
月
9
1
一
日
午

後
１
時
～
４
時
3
0分
、
市
役
所

相
談
コ

ー
ナ
ー
で

▽
行
政
相
談
　
２
月
2
4
日
、

３
月
９
日

・
2
3日

午
後
１

時
～
３

時
、
市
役
所
相
談
コ

ー

ナ
ー
で

▽
交
通
事
故
相
談
・
市
政
相
談
・

一
般
相
談
　
毎
日
午
前
８

時
3
0

分
～
午
後
５

時
（
土
曜
日
は
午

後
ｏ

時
3
0分
ま
で
）
、

市
民
相

談
室
で

▽
法
律
相
談
（
予
約
制
・
随
時

電
話
受
け
付
け
）
　
毎
週
火
・
木

曜
日
、
２

月
2
4日

、
３
月
９

日

・
2
3日

午
後
１

時
～
５

時
、
３

月
２
日
㈲
午
前
９
時
～

正
午
、
市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー

で▽
発
明
相
談
　
３
月
1
1
日
午

後
１
時
～
３
時
、
市
役
所
相
談

コ

ー
ナ
ー
で

こ
こ
ま
で
は
市
民
相
談
室

▽
経
営
・
融
資
相
談
　
３

月
４

日

・
1
8日

午
前
1
0時
～

午

後
４

時
、
市
役
所
相
談
コ

ー
ナ

ー
で商
工
課
振
興
係

▽
労
働
相
談
　
３
月
２
日
・

1
6日

午
後
１
時
～
５

時
、
市

役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
で

※
柏
労
働
基
準
監
督
署
(
０

４
７
１
-
6
3
-
0
2
4
5

番
］
、
東
葛
飾
支
庁
商
工
労
政

課
（
｛
1
6
1
-
2
1
1
5
番
）

で
も
行
っ
て
い

ま
す
。

蹇
商
工

課
労
政
係

▽
消
費
生
活
苦
情
相
談
　
毎
日

午
前
８
時
3
0分
～
午
後
５
時

曜
日
は
午
後
０
時
3
0
分
ま
で
）
、

消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で

石
費
生
活
セ
ン
タ
ー
6
5
-

6
5
6
5

番

▽
婦
人
就
業
相
談
　
毎
週
水
・

金
曜
日

午
前
1
0時
～
午
後
４
時
、

内
職
相
談
室
で

援

護
課
社
会
係

▽
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談

２
月
2
1日

・
2
8日

＝
市
役

所
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
３
月
２
日

＝

馬
橋
支
所
、
３
日

＝

六

実
支
所
・
小
金
市
民
セ
ン

タ
ー
、４
日

＝
常
盤
平
支
所
・

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
、
５

日

＝
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、

６
日

・
1
3日

・
2
7日

＝

市
役
所
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
い
ず

れ
も
午
前
1
0時
～
午
後
３

時

○
印
は
心
配

ご
と
相
談
の
み

※
人
権
相
談
は
、
干
葉
地
方
法

務
局
松
戸
支
局
(
6
3
-
６

２
７
８
番
）
で
も
行

っ
て
い

ま
す
。

人
権
相
談
＝
援
護
課
庶
務
係
、

心
配
ご
と
相
談
＝
社
会
福
祉
協

議
会
四
6
8
-
0
5
0
3
番

▽
年
金
相
談
　
２
月
2
1
日
　
＝

新
松
戸
支
所
、
2
5
日
＝
矢
切

支
所
、
2
8
日
＝
東
部
支
所
、

３
月
３
日
＝
常
盤
平
支
所
、

６
日
-
小
金
支
所
、
1
0
日

＝
小
金
原
支
所
、
1
3
日
＝
馬

橋
支
所
、
1
7
日
六
実
支
所
、

1
9日

＝
新
松
戸
支
所
、
2
4日

＝
矢
切
支
所
、
2
7日

＝
東

部
支
所
、
午
前
1
0時
～
午
後
３

時
こ
れ
以
外
の
日

は
国
民
年
金

課
へ
国
民
年
金
課
適
用
係

相
談
は
す

べ
て

無
料
で
す
。

お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ

い

。

増進センターは



1992 年(平成４年)２月２０日(5)広報まつ
ど

健

康

づ
く
り

を
実
践

す

る

各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム

健
康

増

進

指

導
コ

ー

ス

終

了

者
の

た

め

に

、

エ
ア

ロ

ビ

ク
ス

な

ど
の

ト

レ

ー

ニ
ン

グ

コ

ー
ス

を
用

意

し
て

い

ま

す
（
表

２

）
。

皆
さ

ん

の
都

合

と

体

力
に

合

っ
た
コ
ー
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。個
人
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
希
望

す
る
人
に
は
、
そ
の
人
に

合
っ

た
ト
レ

ー
ニ
ン

グ
を
指
導
し
ま

す
。

個
人

ト

レ

ー

ニ
ン

グ

は

、

日

曜
日

も
利

用
で

き

ま
す
の
で

平
日

は
勤

務

の

人
に

も

便
利

で

す

。ま

た
青

少

年

会
館

樋

野
口

分

館
の

ト
レ

ー
ニ

ン

グ
室

と
も

夕

イ
ア

ッ
プ
し

て

い

ま

す
の

で

、

そ
ち

ら

を
利

用

し
て

ト
レ

ー
ニ

ン

グ
す

る
こ

と

も
可

能
で

す

。

そ

の
ほ

か

に

も

、

肥
満

解

消

の
た

め
の

ス

リ

ム

コ

ー
ス

、

ヘ

ル
シ

ー

な

食
生

活

の
た

め

の

楽

楽

バ
ラ

ン
ス

メ

ニ

ュ

ー
教

室

も

閧
催

し
て

い

ま

す

。

開

催
日

に

つ

い
て

は
、

そ

の

つ

ど

、

広

報
ま
つ

ど
で

お

知

ら

せ
し

ま

す

。

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
　
6
5
-

5
5
8
8
番
、
ま
た
は
・
6
8
-

1
8
1
4

番

トレ ーニング（表２）　費用:300 円（２時間） ・ ★印は集団指導

曜　日 午 前 午 後

月
個人トレーニング

(9:30 ～12 : 00)

★ライトエアロビクス（1:３０～３：00）

個人トレーニング（3:00～5:00）

火
個人トレーニング

(9:30 ～12 : 00)

★ヨガ　　　　　　 （1:30 ～3:00 ）

個人トレーニング（3:00～5:00）

水
個人トレーニング

(9:30 ～12 : 00)
(休 館)

木
★エアロビクス

(10 : 00～11 :30)

★シェイプアップ体操（1 :30 ～3:00 ）

個人トレーニング（3:00～5:00）

金
個人トレーニング

(9:30 ～12 : 00)

★く つろぎ体操　　 （1:30 ～3:00 ）

個人トレーニング（3:00～５:00）

土
個人トレーニング

(9:30 ～12 : 00)

個人トレーニング

1:00～4:30）

日
個人トレーニング(9:00～4:00)

〔運動指導員による指導はありません〕

母

子

家

庭

児

童

に

入

学

・

就

職

祝

い

金

を

お

渡

し

し

ま

す

こ

の
４

月

に

小

・
中

学

校

と

高
等

学

校

（

各
種

学

校
な

ど

を

含
む

）

に
入

学
す

る
児

童

、

ま

た

は

、
中

学
校

を

卒

業
し

て

就

職
す

る

児
童

が
い

る
母

子

家

庭

に
、

祝

い
金

を
お
渡
し
し

ま
す

。

対

象

と

な

る
人

は

申
請

し
て

く
だ

さ

い

。

対

象
平

成
４

年
３

月
１

日

現

在

市
内

に

住

所

が
あ

り

、

引

き

続
き

居

住
見

込

み
の

母

子

家

庭

支

給
額

児

童
一

人
に

つ

き

①
入

学
祝

い

金
＝

八

千

円

②
就

職

祝

の

コ

ピ

ー

（
振

り
込

み

用

）

④

印
鑑
　

手
当

額

（

月

額

）
片

親

死
亡

＝

五
千

円

、

両

親
死

亡

＝

九
千

五

百
円

※
受
給
資
格
は
申
請
の
翌
月
か

ら
で
す
。
振
り
込
み
は
、
４

月
・
８
月
・
１
２
月
の
年
三
回

で

す

。

援

護

課

援
護

係

税
の

申
告
受

け
付

け
が
始

ま

っ
て

い
ま

す

①
平
成
３

年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
と
納
税
お
よ
び
贈
与

税
の
申
告
と
納
税
＝
３
月
1
6日

ま
で
②
平
成
３
年
分
の
個
人

事
業
者
の
消
費
税
の
確
定
串
告

と
納
税
＝
３
月
3
1
日
ま
で

松
戸
税
務
署
（
松
戸
市
小
根

本
五
三
-
三
）
6
3
-
1
1
7

1
番

固
定

資
産

課
税

台
帳

の
縦

覧

を
行

い
ま

す

平

成
４
年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
関
係
者
に
行
い

ま
す
。
期
間
・

３

月
２
日

～
2
3日

〔
日

曜
日
・
祝
日
と
1
4日

は
除
く
〕

時

間

＝
牛

前

８

時
3
0
分
～

午

後
５

時

（
土

曜
日

は

午

後
Ｏ

時
3
0

分

ま
で

）

揚

所
＝

資

産

税
課

（
市

役
所

新
館

二
階

）

※
地

目
の

変
換

、
分

・

合
筆

、
家

屋
の
新
・
増
築
な
ど
新
た
に

課

税
さ
れ
る
物

件
に
つ

い

て

、

評

価

額

な
ど

に
不

服

が
あ

る

場

合
は

、
４

月

２
日

ま
で

、

松

戸
市

固
定

資

産
評

価

審
査

委

員
会

に

審

査
の

申
し

出

が

で

き
ま

す

。

資

産
税

課

常
盤
平
市

民
セ
ン
タ
ー
本
館
と

図
書
館
常
盤
平
分
館
が
休
館
に

休
館
期
間
６
月
１
日

～
９

月
1
2日
　

休
館
の
理
由
冷
暖

房
設
備
改
修
工
事
の
た
め

同
市
民
セ
ン

タ
ー
別
館
は
平

常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

常
盤
平
支
所
　
8
7
-
2
1
3

1
番

新

松
戸
市

民
セ

ン
タ

ー
内

の

浴

室
が
休

業
し

ま
す

新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
な
が

い
き
室
の
浴
室
が
、
改
修
工

事

に
よ
り
２

月
2
4日

～
３
月
2
5

日

の
間
休
業
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
浴
室
以

外
は
平
常
ど
お

り

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
松
戸
支
所
　
4
3
-
5
1
1

1
番

ホ
ー

ム
ス
テ
イ

登

録
者

を
募

集(
財
)
松
戸
市
国
際
交
流
協
会
で

は
、
諸
外
国
の
人
々
と
の
交
流

促
進
を
図
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
受
け
入

れ
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

対
象
国
際
交
流
に
関
心
の
あ

る
人
で
、
受
け
入
れ
が
可

能
な

人
　

募
集
期
限
３
月
3
1日

ま

で秘
書
課
内
(
財
)
松
戸
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局

国

民
健
康

保
険

料

休
日

納
付

相
談

窓

口
を
開

設

３
月
１
日

午
前
９

時
～

午

後
４
時
　

会
場
国
民
健
康
保
険

課
・

各
支
所

国
民
健
康
保
険
課
収
納
係

床
下
薬
剤
を
散
布
し
ま
す

床
下
や
畳
に
発
生
し
や
す
い

ノ
ミ

ー
ダ
ニ
な
ど
を
防
ぐ
床
下

蘂
剤
散
布
を
６
月
2
3日

ま
で

の
予
定
で
行
っ
て
い
ま
す

行

程
は
順
次
広
報
ま
つ
ど
で

お
知

ら
せ
し
ま
す
）
。

当
日

は
市
職
員
が
各
家
庭
を

回
り
、
薬
剤
を
床
下
の
通
風
口

か
ら
散
布
し
ま
す
。
作
業
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
よ

う
、
通
風
口

の
周
り
に
物
を
置
か
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

31
(火)
30
(月)
27
金
26
木
25
水
24
(火)
23
(月)
21
(土)
19
木

18
水 17
(火)
16
(月)
13金 12木

11
水
10
(火)
９
(月)
７
土
６
金
５
木
４

(水)

３

(火)

３

／
２

(月)

期

日

紙敷

新
田
・
紙
敷
中
内

薄
浦

泉ヶ

丘

串畸

新
田

第

丁

串
畸
南
・
（串

崎
新
田
第
二

）

高柳 六実

元
町
・
本
町
・
仲
町

・
双
葉
町

・
南
町

六実

緑
町

六実

北
苧

東
苧

第
五
中

和
台
・
六
高
台
団
地
自
治
会

五

香北

丘
第

丁

第
二
・
香
北
・
大
同
団
地

五

香東

町

五
香
本
町
・
五
香
駅
前

五
香
元
町
・
松
飛
台
北

五
香
南
町
・
や
な
き

牧の

原
東
・
五
香
西
町
・
（大

同
西
）

牧の

？

丁
目
一
二
丁
目
・
か
ぶ
と
山
・
（セ

キ
ス
ィ
ハ
ウ
ス
）

日

暮七

丁
目

・
五
香
新
町

日
暮
干
駄
堀
新
山
・
干

駄
堀
八
景
台
・
千
駄
堀
来
葉

松飛

台
〈産

業
道
路
西

側
〉

松飛

台
〈
産
業
道
路
東
側
〉

常盤

平七

丁目

・常

盤平

柳

町
常盤

平
四
丁
目
・
常
盤
平
陣
屋
前

常盤

平
二
丁
目
・
常
盤
平
双
葉
町
・
（さ

く
ら
会
）

常盤

平三

丁目

・五

丁目

・八丁目

散布

町

会
・
自
治
会

（　

）は

午
後
に
実
施

※
雨
で
中
止
の
場
合
は
全
日
程
終
了
後
に
実
施
し
ま
す
。

特
別
土
地
保
有
税
（
取
得
分
）
の

申
告
納
付
期
限
は
３
月
２
日
で
す

２

月

は

、

特
別

土

地

保

有
税

（
取

得
分

）
の

申
告

納

付
月

で

す

。

対

象
者

は

、
３

月
２

日

ま
で

に

、
申
告

納

付
し

て

く

だ

さ
い

。

対
象
…
①
平
成
３
年
１
月
１

日
～
1
2
月
3
1
日
の
間
に
、
市
内

の
土
地
を
合
計
で
五
千
平
方
㍍

以
上
取
得
し
た
個
人
ま
た
は
法

人
②
平
成
３
年
４
月
１
日
～
１
２

月
3
1
日
の
間
に
、
市
内
の
土
地

を
合
計
で
千
平
方
㍍
以
上
取
得

し
た

個

人

ま
た

は

法
人

税

額

＝
主

地

取

得

価
額

に

三

％

を

乗

じ

た
額

か

ら
不

動

産

取

得
税

相

当

額
を

控

除
し

た
額

申

告

納
付

期

限

・
３

月

２

日

現

制

課
諸

税

係

健康

い

金

＝
七

千

円

３
月
５
日
ま
で
に
、
住
民

票
（

家

族
全

員

）・
印
鑑
・
振
込

口

座
（
扶

養

者
名

義
の

も

の

）
の
分

か

る

も
の

を

持

っ
て

、

福

祉

事

務
所

窓
口

へ

遺

児

手

当

の

申

請

を

対
象
父
母
ま
た
は
父
母
の
一

方
を
交
通
事
故
・
病
気
な
ど
で

亡

く
し

た

児

童

（

中
学

校

卒

業

前
）

を
扶

養

し
て

い

る
人
　

必

要
書

類

①
世

帯

全

員
の

住

民
票

（
本

籍
記

載

）

②
戸

籍

謄

本

③

金

融

機

関
の

普

通
預

金

の

通

帳

障
害
者
に
理
解
を
心
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

あなたの健康生活のパートナー



広報まつど[6

]

第７７５号

矢
切
公
民
館
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
５
日
午
後
０
時
1
5
分

～
Ｏ

時
4
5分
　

会
揚
総
合
福
祉

会
館
一
階
ロ
ビ
ー
　
出
演
矢
切

詩
吟
の
会

矢
切
公
民
館
　
6
8
-
1
2
1

4
番

ス
ペ
イ

ン
の

ギ
タ

ー
と

フ
ラ

メ
ン
コ

を
楽

し
む

つ

ど
い

３
月
８
日

午
前
1
0時
～
正

午
　

会
場
矢
切
公
民
館
四

階
ホ

ー
ル
　

内
容
ギ
タ
ー
演
奏
と
民

俗
舞
踊

な
ど
　

費
用
無
料

電
話
で
矢
切
公
民
館
　
6
8
-

１
２
１
４
番
へ

催
し

物

陽
春
の
鎌
倉
ハ
イ
キ
ン
グ

４
月
1
2
日
午
前
８
時
松
戸

駅
西
口
歩
行
者
デ
ッ
キ
上
電
話
ボ
ッ

ク
ス
前
集
合
〔
雨
天
中
止
]

費
用
二
千
円
（
北
鎌
倉
ま
で
の

片
道
交
通
費
、
拝
観
料
、
保
険

料
を
含
む
）
　
定
員
先
着
五
十

人
　
コ
ー
ス
北
鎌
倉
駅
～
建
長

寺
～
半
僧
坊
～
天
園
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
（
昼
食
）
～
瑞
泉
寺
～

報
国
寺
（
竹
の
寺
）
～

鎌
倉
駅

【
約
五
時
間
】

※
昼
食
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
、
松
戸
工
業
連
合
会

文
化
活
動
協
力
会
・
上
野
　
6
3
-

4
3
7
4

番
（
土
・
日
曜
日

、

祝
日
を
除
い
た
午
前
1
0時
～
午

後
４
時
）
へチャンネル

※タイトルが色刷りのものは、
市主催の催し物です。

の

ぞ

み

学

園

作

品

展

示

即

売

会

２

月
2
0
日

・
2
1
日

午
前

９

時
～

午

後
４

時
3
0
分

（
2
1
日

は
４

時

ま
で

）
　
　
会

場

総

合
福

祉

会
館

一

階

ロ

ビ

ー
　

内

容

陶

芸

・
縫

製

・
木

彫

り

な
ど

の
ぞ
み
学
園
　
6
8
-
1
6
5

5
番

朗

読
勉

強
会

３
月
1
0日

午
前
1
0時
～
正

午
　
会
場
勤
労
会
館
　

費
用
無

料
　
テ
ー
マ
松
戸
の
昔
ば
な
し

か
ら
　

講
師
朗
読
グ
ル

ー
プ
会

員
・
熊
沢
南
水
氏

朗
読
ク
ル
ー
プ
柴
陽
花
・
須

藤
　
8
7
-
1
9
5
5
番

人口と世帯 （２月1日現在）

公
開

オ

ー
デ
ィ

シ

ョ
ン

２

月
2
9日

午
後
５
時
4
0分

開
演
　

会
揚
市
民
劇
場
　

内
容

５

月
５
日
に
公
演
予
定
の
、
青

少
年
と
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
協
演

コ
ン

サ
ー
ト
に
出
場
す
る
、
ピ

ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
ソ

リ
ス

ト
の
審
査
を
一
般
公
開
　
費
用

無
料
(
財
)
松
戸
市
文
化
振
興
財
団

6
4
-
９
１
９
１
番

小

学
生

の
た

め
の

ち

び
っ

こ
探

険
学

校

３
月
2
5日

～
４
月
１
日
　

揚
所
鹿
児
島
県
・

与
論
町
　
費

用
九
万
四
千
円
～

十
万

円

国
際
青
少
年
研
修
協
会
　
0
3
-

3
3
5
9
-
8
4
2
1
番

絵

本

の
好

き
な

お
母

さ
ん
と

三
歳
児

の
学

習
会

３
月
５
日
午
前
1
0
時
～
1
1

時
　
会
場
馬
橋
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
無
料
　
内
容
幼
児
向
き
の

本
の
紹
介
・
手
あ
そ
び
・

パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー

親
子
で
育
つ
風
の
子
グ
ル
ー

プ
・
河
上
　
4
4
-
8
9
3
6
番

野
鳥

観
察
会

３
月
１
日
〔
雨
天
中
止
の

場
合
は
３
月
８
日
、
午
前

８
時
松
戸
駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
集

合
、
午
後
２
時
3
0分
現
地
解
散

予
定
　

行
き
先
狭
山
湖
（
埼
玉

県
）
　

費
用
無
料
（
交
通
費
は

自
己
負
担
）
　

持
ち
物
筆
記
具

・
昼
食

申
し
込
み
　
当
日
集
合
場
所
で

公
園
緑
地
課
小
鳥
を
呼
ぶ
係

音
楽

の
広

場

（
合
唱

講
座

）

２
月
2
5日

午
後
１
時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
揚
市
民
会
館

音
楽
室
　

費
用

二

千

七

百

円

（
テ
キ
ス
ト
代
）

社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

6
6
-
７
４
６
２
番

松
戸

市
国

際
交

流
協

会

講
演

会
と

中
国

音
楽

・
舞

踊

３

月
７
日

午
後
２
時
開
演

会
場
市
民
劇
場
　

内
容
「
こ
れ

か
ら
の
国
際

社
会
」
ほ
か
　

講

師
上
智
大
学
比
較
文
化
学
部
長

・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
リ
ー
氏
、

中
国
音
楽
演
奏
＝
于
蘭
波
氏
ほ

か
　

費
用
無
料
　

定
員
先
着
二

百
人２
月
2
8
日
ま
で
に
、
電
話

で
秘
書
課
内
(
財
)
松
戸
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局
へ

無
添
加

食

品
の

講
習
会

２
月
2
6日

午
前
1
0時
～
午

後
１

時
　
会
揚
市
民
会
館
料
理

教
室
　
内
容
カ
ル
シ
ウ
ム
う
ど

ん
、
キ

ャ
ラ
メ
ル
を
作
る
　
持

ち
物
エ

プ
ロ
ン

、
ふ
き
ん
、
三

角
き
ん
　

定
員
先
着
三
十
人

費
用
無
料

電
話
で
松
戸
市
消
費
者
の
会
・

炭
竃
-
6
2
-
4
6
6
6
番
へ

福
祉
講
演
会
　
'
9
2

３

月
６
日

午
後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
揚
市
民
劇
場

内
容
「
ボ
ラ
ン
ィ
ア
活
動
と

ユ

ー
モ
ア
」
富
士
福
祉
事
業
団

顧
問
・
阿
部
純
也
氏
　
費
用
無

料
社
会
福
祉
協
議
会
　
6
8
-
0

5
0
3
番

実

践

話

し

方

講

座

３

月
５

日
～

４

月
２

日

の

毎

週

木

曜
日
（
全
五

回

）
、

午

後
６

時
3
0
分

～

９

時
　

会

揚

市
民

会

館

費
用

三

千
円

電

話
で

実

践

話
し

方
研

究
会

・
石
岡
・
6
3
-
2
3
7
2
番
へ

講

演
会

「
鮎

の
す

べ
て

」

そ

の
歴

史
と

生
態

２
月
2
9日

、
３

月
８
日

午
後
２
時
～
３
時
3
0分
　

会
場

文
化

ホ
ー
ル
　

講
師
水
産
環
境

研
究
所
・
石
田
力
三
氏
　
対
象

二
日
と
も
出
席
可
能
な
人
・
先

着
三
十
人

電
話
で
文
化
ホ
ー
ル
　
6
7
-

7
8
1
0

番
へ

文

化

講

演

会

３

月
1
3
日

面

午

後
７

時
か

ら

会

揚

市
民

劇

場
　

講

師

作
家

・

阿
刀

田

高

氏
　

テ

ー

マ

小
説

家

の

あ

た
ま
　

費

用
無

料
　

定
員

三

百
人

（
応

募

多
数

の

場
合

は

抽

選
に

な

り

ま

す
）

２
月
2
8
日
ま
で
に
、
往
復
ハ

ガ
キ
（
一
人
一
枚
）
で
〒
2
7
1
松

戸
市
根
本
三
五
六
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
内
松
戸
市
文
化

振
興
財
団
（
6
4
-
9
1
9
1

番

｝
へ

熱

処

理

技

術

講

習

会

３

月
３

日

午

前
1
0
時

～

午

後
５

時
　

会
場

県

機

械
金

属

試

験

場
　

テ

ー
マ

①

金

属
熱

処

理

に

お

け

る
流

動

層

炉
の

原

理

と

特

徴

②

流
動

層

炉
の

金

属

熱

処

理

へ

の

使
用

例

と
問

題

点

ハ
ガ
キ
に
氏
名
・
勤
務
先
名
・

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
番
号
を
記
入

し
、
〒
2
6
0
千
葉
市
天
台
六
-
一
三
-

一

千
葉

県

機

械
金

属

試

験

場

金
属
課
(
0
4
7
2
-
5
2
-

2
1
0
1

番

）
へ

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会２

月
2
9
日

、
３

月
１

日

、

午

後
１

時
3
0
分

～

３

時
3
0
分

会
場

青

少

年

会
館

樋

野

口
分

館

費

用

無
料
　

対

象
高

校

生
以

上

の

男

女

（

三

十
歳

未

満

の
青

少

年
優

先
）
　・

先
着

各

二

十
人

電
話
で
青
少
年
会
館
本
館

4
4
-
8
5
5
6
番
へ

講
座
・
講
演

千

葉

県

中

高

年

齢

者

労

働

問

題

講

座

２

月
2
8
日

午

前
1
0
時

～

午

後
４

時
1
5
分
　

会

揚

千
葉

県

自

治

会

館

内

ホ

ー
ル
　

費
用

千

円

定
員
先

着
百

五

十
人
　

対

象

県

内

の

会

社

・
工

場
・
商

店
・
事

務

所

な

ど
に

勤

務

す

る
中

高

年

齢

者

電
話
で
県
商
工
労
働
部
労
政

課
　
0
4
7
2
-
2
3
-
2
7
4

4
番
へ

婦
人
会

館
講

演
会

「
墓

か
ら

み
た
家

族
の

変
遷
」

３
月
６

日

午
前
1
0時
～
正

午
　

会
場
婦
人
会
館
　

講
師
フ

リ
ー
ラ
イ
タ
ー
・
井
上
治
代
氏

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
七
十
五
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
保
育
あ
り
２

歳
以
上
学
齢
期
ま
で
８
人
）

２
月
2
6
日
〔
消
印
有
効
〕

ま
で
に
、
往
復
（
ガ
キ
に
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
（
保

育
希
望
の
人
は
子
供
の
名
前
と

年
齢
も
）
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

松
戸
市
本
町
一
四
-
一
〇
松
戸

市
婦
人
会
館
　
6
4
-
8
7
7

8
番
）
へ

簿 記 教 室

コース 期 日 時 間 費 用

初 級

日 商簿記検定

３ 級程 度

昼コ

ー

ス
３月27日

～６月５日

期間内の 火曜日と

金曜日( 全20回)

※５月 ５日( 祝) は

休み

午前９時30 分

～11時30 分 10,000円

(非会員は

20,000円)

※テキスト代

含む夜コ

ー

ス

午後６時

～８時
中 級

日商簿記検定

２級程度

夜コ
ー

ス

15,000 円

(非会員は

25,000 円)

※テキスト 代

含む

会場…松戸商工会館会議室

定員…各コース30人

持ち物…筆記具・そろばんまたは電卓

参加費を持参して、直接松戸商工会議所(64-3111 番）へ

く
ら
し
の
知
識
を
学
び
ま
せ
ん
か

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

平
成
４
年
度
の
松
戸
市
消
費
生
活
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ

タ
ー
に
な
ら
れ
る
と
、
研
修
会
や
見
学
会
な
ど
で
、
消
費
者
と
し
て
の

基
礎
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー
制
度
は

、
市
民
の

皆

さ
ん
の
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
意
見
・
要
望

を
、
消
費
者
行
政
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。

モ

ニ
タ
ー
は
、
消
費
者
と
行
政
の
パ
イ

プ

役
と
し
て
、
日

ご
ろ
消
費
生
活
に
つ
い
て
考

え
て
い
る
意
見
・
要
望
・
苦
情
な
ど
を
出
し

て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
基
礎
的
な
消
費
者

知
識
を
学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
の

消
費
者
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

年
々
、
複
雑
に
な
る
消
費
生
活
社
会
の
中

で

、
自
分
の
暮
ら
し
を
見
直
す
よ
い

機
会
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
消
費
生
活
モ

ニ
タ
ー
に

な
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ら
に

学
習
し

消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
コ
ン

サ
ル
タ
ン

最新のビールエ場を見学するモニターの皆さん

卜
な
ど
の
専
門
的
な
資
格
を
取
得
し
た
人
も

い
ま
す
。

た
く

さ
ん
の
皆
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

モ

ニ

タ

ー

の

仕

事

研

修

会
（

年

八

回

程
度

）・

消

費

生
活

に
つ

い

て

の

問

題

を
ど

う

考
え

、

ど

う

行
動

す

べ

き
か

を

テ

ー

マ
に

し

た
研

修

会

を

開
催

。

市

内

外
施

設
の

見
学

会

（
毎

月

第

二
火

曜

日

を

予

定
）

な

ど

も
実

施

し

ま

す
。

モ
ニ
タ
ー
通
信
・
消
費
者
の
立
場
か
ら
商

品

・
サ

ー

ビ
ス

に
つ

い

て

の

問

題
点

な

ど
の

ご
意
見

を

寄
せ

て

い

た
だ

き

ま

す
。

計
量
日
誌
（
年
二
回
）
・
６
月
と
1
1
月
の
各

一
ヵ

月

間
に

購
入
し

た
食

料

品
の

量

目

を
調

査
し

、
日

誌

に

記
入

し

て

い

た

だ
き

ま

す

。

グ
ル

ー
プ

研

究
・

消

費

生
活

に
つ

い
て

の

テ

ー

マ
を

グ
ル

ー

プ

ご
と

に

研

究
し

ま
す

。

募

集

要

領

対

象
・

二

十

歳
以

上

の

市
民

三

十
人

任

期

・
４

月
１

日

～
５

年
３

月
3
1
日

謝

礼
・

年
額
二

万

円

程

度
と

記

念

品

３
月
1
0
日
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
家
族

構
成
・
加
盟
団
体
の
あ
る
人
は
そ
の
名
称
・

応
募
の
動
機
・
希
望
す
る
研
修
テ
ー
マ
を
記

入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七
-
五
松
戸

市

役

所
消

費

生
活

課

へ

くらし
のメモ



1992 年(平成４年)２月２０日
[7]広報まつ

ど

ご参加ください　情報

カ
ー
リ

ン
グ

競
技

講
習
会

３
月
１
日
・
８
日
の
各
日
曜

日
、
午
後
６
時
3
0分
～
８
時

会
場
新
松
戸
ス
タ
ー
ラ
ン
ド

対
象
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

小
学
生
以
上
・
先
着
三
十
人

費
用
一
人
千
円

電
話
で
松
戸
市
ス
ケ
ー
ト
連

盟
事
務
局
（
新
松
戸
ス
タ
ー
ラ

ン
ド
内
)
　
4
1
-
2
1
2
1
番
へ

山

ス
キ

ー
ツ

ア
ー
教
室

３
月
７
日
午
後
８
時
松
戸

駅
改
札
口
集
合
、
８
日
午
後

８
時
帰
着
予
定
　
場
所
新
潟
県
神
楽
峰
か
ら
雁

ヶ
峰
　
対
象
Ｓ

Ａ
Ｊ
三
級
程
度
以
上
の
人
・
二

十
人
　

費
用
二
万
円
（
交
通
費

・
半
泊
代
・
保
険
料
）

松
戸
市
山
岳
協
会
・
高
橋

6
2
-
0
1
0
1
番

ス
ポ
ー
ツ

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

教

室

２

月
2
3
日

旧

、
３

月
１

日

、

午
後

１

時
～
４

時
　

会
揚

小

金

小
学

校

体

育
館
　

対

象
成

人
の

初
心

者
　

費
用

無

料

当
日

会
場
で

体
育
指
導
委
員
・
谷
口
　
4
1
-

5
2
6
2

番

雪

に

親

し

む

会
（

ス

キ

ー

）

３
月
2
6
日
午
後
９
時
3
0
分

松
戸
伊
勢
丹
前
集
合
、
2
9
日

午
後
９
時
帰
着
予
定
　
揚
所
山

形
県
蔵
王
ス
キ
ー
場
　
対
象
小

学
四
年
以
上
・
先
着
三
十
八
人

費
用
大
人
四
万
円
・
子
供
小

学

生
ま
で

）
三
万

八

千
円

（

バ

ス

代

・
二

泊

五
食

・

保

険

料
）

松
戸
市
ス
キ
ー
連
盟
・
高
橋
　
6
2
-

1
8
0
0

番

バ

ド

ミ

ン

ト

ン
（
ダ

ブ

ル

ス

）

冬

季

大

会

３

月

８
日

午

前
９

時

～

午

後
５

時
　

会
揚

運

動
公

園

体

育

館
　

対

象

市
内

在

住

・
在

勤

・

在
学

の
人
　

種

目

一
～

四

部

費
用

登

録

者
一

人

千
二

百

円

・

未

登
録

者

千
五
百

円

２
月
2
8
日
必
着
で
、
ハ
ガ

キ
に
ク
ラ
ブ
名
を
記
入
し
、
〒
2
7
0

松
戸
市
中
和
倉
三
〇
四
-
八
松

戸
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
長
谷

川
（
4
1
-
7
9
2
5
番
）
へ

サ
ー
ク
ル

軟

式

テ
ニ

ス
ス
ポ

ー

ツ
少
年

団
毎
週
日

曜
日
（
予
定
）
　

会

場

①
栗
ヶ
沢
公
園
庭
球
場
②
金

ヶ
作
公
園
庭
球
場
　

対
象
市
内

在
住
・
在
学
の
小
学
生
で
、
４

月
に
四
年
～
六
年
生
に
な
る
児

童
　

費
用
一
人

年
額
九
千
五
百

円
（
保
険
料
・
帽
子
代
含
む
）

２
月
2
3日

午
前
1
0時
か
ら

①
は
会
場
で

②
は
常
盤
平
市
民

セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

山
岸
　
8
8
-
8
4
5
0
番

移
動

暴
力

相
談

所

を
開
設

３

月
３
日

午
前
1
0時
～
午

後
４

時
　
会
揚
東
葛
飾
支
庁

(
財
)
千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民

会
議
事
務
局
　
0
4
7
2
-
5
4
-

8
9
3
0

番

「
建
築

物
防

災
週

間
」
を
実
施

し
ま

す

市
で
は
、
３

月
１
日

～
７

日

の
間
、
「
建
築
物
防
災
週

間
」
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
病
院
・
デ
パ
ー

ト
・
ホ
テ
ル
な
ど
の
特
殊
建
築

物
を
対
象
に
し
た
防
災
査
察
と

建
築
物
の
窓
ガ
ラ
ス
、
外
壁
な

ど
の
落
下

物
の
調
査
を
行
い
ま

す
。災
害
の
な
い
安
全
な
街
づ
く

り
の
た
め
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
築
指
導
課
指
導
係

路
上
駐
車
防
止
の
た
め
の
1
6
ミ
リ

フ
ィ
ル

ム

を
貸
し
出

し

ま

す

『
題
名
「
あ
な
た
の
と
め
た
一

台
が
-
無
謀
駐
車
の
迷
惑
と
危

険
-
」
　
（
二
十
三
分
間
）

※
映
写
機
が
必
要

な
人
は
、
同

時
に
貸
し
出
し
ま
す
。

安
全
課
安
全
係

健

康

づ

く

り

グ

ル

ー

プ

円

（
ま

ど

か

）

毎
週

木

曜
日

、

午
後

２

時
3
0

分

～
４

時
　

会

揚

常
盤

平

市
民

セ

ン

タ

ー
　

費
用

年
間

三

千
円

（

傷

害
保

険

料
千

百

円

含
む

）

赤
間
　
8
5
-
6
5
1
3
番

ご
利

用

く

だ

さ

い
　

松

戸

パ

ー
ト

バ

ン

ク

松

戸

パ

ー
ト

バ

ン

ク

（
国
の

機

関

）
で

は

、

パ

ー
ト

タ
イ

ム

の

求

人

・
求

職

を

あ

っ
せ

ん
し

て

い

ま
す

。

揚
所
松
戸
駅
西
口
松
戸
ビ
ル

九
階
　
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
求

人
情
報
）
　
6
3
-
8
1
0
1
番

松
戸
パ
ー
ト
バ
ン
ク
　
6
7
-

8
8
0
0

番

保
健
衛
生

愛の献血

期日 会 場 時 間 主 催

2/22
伊 勢 丹

松戸店前

午前10時

～午後４時 松 戸 市

と
松戸保健

所

29
松 戸 駅

東 口

午前10時

～11時30
分と

午後１時
～４時

3/1
西友常盤

平店前

午前10時

～午後４時

松戸中央

ライオン

ズクラブ

身

体
障
害

者
の

た
め

の
自
動

車

運
転

免
許
無

料
教

習

入
所
日
１
・
４
・
７
・
1
0月

の
月
初
め
　

期
間
三
ヵ
月
（
宿

泊
施
設
あ
り
）
　
対
象
①
公
共

職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
し
て

あ
る
人
②
公
安
委
員
会
の
運
転

適
性
検
査
に
合
格
し
た
人

身
体
障
害
者
運
転
能
力
開
発

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県
新
座

市
)
　
0
4
8
4
-
8
1
-
2
7

1
1
番

お

知

ら

せ

新

松
戸

郷
土

資
料

館
の

調
査

に

ご
参
加

を

調
査
開
始
３

月
中
旬
か
ら
の

都
合
の
よ
い
日
時
に
　
内
容
市

内
の
樹
木
そ
の
ほ
か
の
調
査

対
象
六
十
歳
ま
で
の
男
女

２
月
2
8
日
ま
で
に
、
簡
単

な
略
歴
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
7
0

松
戸
市
新
松
戸
三
-
二
十
七
(
財
)
新

松
戸
郷
土
資
料
館
　
（
4
4
-
1

9
0
9

番
）
へ

朝の北部市場

黷健康管理課業務係

急

性

灰

白

髄

炎
（

ポ

リ

オ

）

予

防

接

種

急

性
灰

白

髄
炎
（
ポ

リ

オ
）
予

防

接

種
を

、
下

記

日

程

表
の

と

お

り

行
い

ま

す
。

申
し
込
み
を
す
る
人
・
三
回

飲
み
終
え
て
い
な
い
四
歳
未
満

の
人
で
、
問
診
票
を
持
っ
て
い

な
い
人
　
申
し
込
ま
な
く
て
も

よ
い
人
・
平
成
３
年
７
月
１
日
～
1
1

月
3
0
日

生
ま

れ
の

人

で

、
1
2

月

末

ま
で

に

住

民

登
録

を

し

て

い

る
人

に

は

、

今

月
中

に

通

知
し

ま

す

。

※
以

前
の

問
診

票

を

持

っ
て

い

る
人

は

、
そ

れ

を

使

っ
て

早

め

に

受
け

て

く

だ

さ
い

。

平

成
３

年
1
2
月
１

日

～

４

年
６

月
3
0
日

生

ま

れ
の

人

に

は

、

９

月
下

旬

に

通

知
し

ま

す

。

申

込

要

領

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

ポリオ日程表

譲

り

ま

す

【
家
具
一
◆

食

卓
テ

ー

ブ
ル

セ

ッ
卜
五
千
円
・
三
千
円
◆
リ

ビ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
ー
万
円
◆

食
器
棚
三
千
円
◆
セ
ミ
ダ
ブ

ル
ベ
ッ
ド
五
千
円
◆
パ
イ
プ

ベ
ッ
ド
三
千
円
◆
洋
服
だ
ん

す
二
千
円
◆
げ
た
箱
三
千
円

◆
籐
製
敷
物
二
千
円
◆
編
み

機
五
千
円
◆
ベ
ラ
ン
ダ
用
物

置
六
千
円
◆
木
製
折
り
畳
み

デ
ッ
キ
チ
ェ
ア
四
千
円
◆
籐

製

洋
服

掛

け

千
円

【
電
気
製
品
】
◆
冷
蔵
庫
三
千

円
◆
小
型
冷
蔵
庫
無
料
◆
全

自
動
洗
濯
機
三
千
円
◆
こ
た

つ
千
円
◆
炊
飯
ジ
ャ
ー
六
千
円

【
子
供
用
品
】
◆
ペ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
無
料
◆
ツ
リ
ー
メ
リ
ー
付

き
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
無
料
◆
籐

製
揺

り

か

ご
無
料

◆

ペ

ビ
ー

だ

ん

す
一
万

円

◆

本

箱
五

千

円
◆
自
動
車
用

補
助
い
す
五

千
円
・
二
千
五
百
円
◆
ベ
ビ

ー
力
ー
二
千
円
◆
自
転
車
用

補
助
い

す
五
百
円
二
台
◆
ベ

ビ
ー
バ
ス
五
百
円
・
二
百
円

◆
ハ
イ
チ
ェ
ア
ハ
千
円
◆
折

り
畳
み

式
鉄
棒
無
料
◆
足
こ

ぎ
自
動
車
無
料
◆
ツ
リ
ー
メ

リ
ー
八
百
円
◆
お
ま
る
無
料

◆

お
ん

ぶ
ひ

も
五

百

円

【
ス

ポ

ー
ツ

・
楽

器

】
◆

エ

レ

ク

ト

ー
ン

五

千

円

・

一
万

円

◆
電
気
オ
ル
ガ
ン
千
円
◆
釣

り
ざ
お
無
料
◆
折
り
畳
み
、
一

人
乗

り
ゴ

ム

ボ

ー
ト

無

料

【
日
用
雑
貨
】
◆
都
ガ
ス
ス
ト

ー
ブ
無
料
◆
⑦
ガ
ス
ス
ト
ー

ブ
無
料
◆
⑦
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ

ー
タ
ー
三
千
円
◆
石
油
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
一
万
円
◆
石
油

ス

ト

ー

ブ
一
万

円

◆
ひ

な
人星空の観測

形
八
段
飾
り
七
千
円
◆
起
き

上

が
り
人
形
千
円
◆
ス

タ
ン

ド
三
千
五
百
円
◆
芝
刈
り
ば

さ
み
八
百
円
◆
肩
掛
け
噴
霧

器
千
五
百
円
◆
掛
け
ぶ
と
ん

三
千
円
◆
磁
気
マ
ッ
ド
レ
ス

二
千
円
◆
ほ
う
ろ
う
蒸
し
器

会　　　 場 日　　 時

衛 生 会 館 3/24 5/27

午

後
１
時15

分
～

２
時30

分

五 香 市 民 セ ン タ ー 3/18 5/8

松飛台 市民 センター 3/19 5/12

小金北 市民 センター 3/12 5/1

東 部 市 民 セ ン タ ー 3/20 5/12

馬 橋東 市民 センタ ー 3/12 5/1

健康 増 進 セ ン タ ー 3/18 5/11

常盤平 市民センター 3/17 5/13

明 市 民 セ ン タ ー 3/9 5/6

古ヶ崎 市民 センター 3/20 5/14

稔 台 市 民 セ ン タ ー 3/1O 5/6

小金原 市民 センター 3/16 5/21

新松戸 市民 センター 3/1O 5/11

小 金 市 民 セ ン タ ー 3/16 5/15

常盤平市民 センター 3/25 5/26

馬 橋 市 民セ ン タ ー 3/17 5/15

六実市民センター別館 3/1

7

5/8

二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ 3/19 5/21

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

ツ
反
＝
３
月
９
日
、
判
定

と
B
C
G
＝
1
1
日
、
各
午
後

１
時
1
5
分
～
２
時
3
0
分
　
会
場
　

衛
生
会
館
　
対
象
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

当
日
四
歳
未
満
の
人
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ

を
一
度
も
受
け
て
い
な
い
人
。

特
に
３

月
1
1日
ま
で

に
四

歳
に

な
る
人
は
今
回

が
最
後
に

な
り

ま
す
の
で

、
忘
れ
ず
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
平
成
３

年
1
0

月
１
日

～
４

年
３

月
3
1日
の
間

に
生
ま
れ
た
人
に
は
、
８
月
上

旬
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
以
前
の
問
診
票
を
持
っ
て
い

る
人
は
、
そ
れ
を
利
用
し
て

受
け
て
く
だ
さ
い
。

２
月
2
9
日
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
ツ
反
申
し
込
み
・
住
所
・

保
護
者
氏
名
、
子
供
の
氏
名
・

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八

七
-
五
松
戸
市
役
所
保
健
衛
生

課
ツ
反
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
係
へ

保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係

救急医療体制

二
千

円

◆
菓

子

盆

三

百

円

◆

絵
皿
三
百
円
◆
中
一
学
習
参

考
書
（
カ
セ
ッ
卜
付
き
）
一
万

円
◆
実
用
英
会
話
初
級
カ
セ

ッ
ト
一
万
円
◆
原
色
図
解
百

科
事
典
全
十
巻
三
千
円
◆
母

子
手
帳
入
れ
五
百
円
◆
マ
ー

ジ
ャ
ン
卓
五
千
円
◆
木
製
サ

ラ
ダ
ボ
ー
ル
セ
ッ
卜
三
千
円

相

手
の

紹

介

は
月

末

抽

選

し

、
当

選

者

に
電

話
連

絡

し

ま

す
。

紹

介

後
は

自

主

交

渉
に

な

り

ま

す

。

次
回

掲
載

分
の

申
し
込
み

品

物

を
譲

り

た

い

人
は

、

２

月
2
4
日

ま

で

に

電

話
で

申
し

込

ん
で

く

だ

さ
い

。
価

格
は

一
万

円

ま

で
で

す

。
原

則

と

し
て

衣

料

品
・
食

料
品
・

自
転

車

は

扱
い

ま

せ

ん

。

消
費

生
活

課

消
費

生
活

係

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………68-3756 番

待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービ ス……………………66-0010 番

緊急休日在宅当直医・午前9時～午後5時

テレホンサービ ス……………………66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………65-3430 番



第７７５号

思いやり・夢があふれる

アイデアがいっぱい

小さな子が、器用に

ブリキの板を切り抜い

て、何やら作っていま

す。ここは、新松戸に

ある青少年会館の美術

発明クラブの皆さん

室。毎週土・日曜日、松戸少年少女発明クラブ

（岩坂喜一会長）の子供たちが活動しています。

現代っ子は創造力が乏しいといかれますが、

発明クラブの子供たちは、アイディアがいっぱい。

ベルト に巻き尺を張り付けた「ダイエット ベ

ルト 」、フィルムの透明なケースを使って曜日

別・朝昼夜別に飲む薬を区分けできる「お年寄

り用薬箱」など、ユニークなもの、思いやりの

あるもの、さまざまな作品を作ってきました。

それらの作品の中から「盗難防止用自転車か

ご」、「筆の持ち方矯正具」の２点について、こ

のほど特許を申請しました。

自転車用のかごは菅谷佑樹君（第三中２年）

が、矯正具は和田尚子さん（北部小５年）が、

指導に当たっている柴田先生をはじめとする先

生方のアドバイスを受けて作っだもの。

特許の審査には。3年ぐらい掛かるというこ

とですが、結果が楽しみですね。

筆
の
持
ち
方
が
悪
い
と
、
お
母

さ
ん
に
注
意
さ
れ
た
の
で
、
だ
れ

で
も
ち
や
ん
と
持
て
る
よ
う
に
な

る
道
具
は
な
い
か
な
と
思
い
、
作

っ
て
み
ま
し
た
。

和
田
尚
子
さ
ん

（
北
部
小
五
年
）

東京路上探険記(新潮社)から

森
君
は
そ
の
部
屋
の
最
高

音
質
地
点
に
座
る
こ
と
に
な

り
、
Ｒ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
作

曲
の
「
ツ
ァ
ラ
ト
ゥ
ス
ト
ラ

は
か
く
語
り
き
」
を
聴
か
さ

れ
た
と
い
う
。
低
音
ス
ピ
ー

カ
ー
が
作
動
す
る
と
、
音
と

い
っ
し
ょ
に
風
が
ボ
ン
ッ
と

来
て

、
森

君

は
そ

の

音
の

風

を

受
け
て

畳
の

上

に

転
ん

だ

そ

う
だ

。

（
「

東

京

路
上

探

険
記

」
）

（
市

立

図

書
館

）

作
品
２
点
、特
許
を
申
請
中

あなたの撮ったスナップ写真

(街 の話題･身 近な出来事など)

を お寄せください。採用の方に

は記念品を差し上げます。広報課

菅谷佑樹くん

(第三中２年)

結城卓くん

(第三中２年)

広報まつど〔8〕

コゲラ

黒白の横じま模様の

背　胸に黒い縦線

全長　　　　　　15cm

翼開長　　　　　27cm

見られる所…林の中

市内にすむ唯一のキツツキで、以前は冬期

に少数が見られるだけだったが、近年数が増

え繁殖もするようになった。木の幹に垂直に

止まり元から枝先へと虫を探しながら移動し、

枝の下側に背中を地面に向けて止まったりも

する。ときにはゴツゴツと木をたたく小さな

音も聞かれるが、ギーという声を出すので

近くにいることがすぐに分かる。

県知事も参加し意見交換

女性フォーラムin MATSUDO

パネルディスカッション

「私は社会のどのへんを、支えているんだろう」。価値

ある生き方をもう一度みんなで考えてみようと「女性フ

ォーラムin ＭＡＴＳＵＤＯ」（千葉県主催）が、１月25

日、市民会館を会場に開催されました。

午前中は、ＮＨＫ番組制作局長・小林由紀子氏が、「社

会が求めるもの・女性が求めるもの」と題した基調講演

を行いました。

午後のパネルディスカッションには、県知事も参加し、

「21 世紀に向けて、これからの生き方」について、ほか

のパネラーの皆さんと活発な意見交換を行っていました。

女性の姿が目立った会場は、満席の状態。熱気あふれ

る討論に、真剣に耳を傾けていました。

尾
辻

克
彦
こ
と
本
名
赤
瀬
川
克
彦
、
画

家
名
赤
瀬
川
原
平
。
昭
和
十
二
年
横
浜
生

ま
れ
、
武
蔵
野
美
校
中
退

…
と
書
い
て
い

く
と
指
名
手
配
の
犯
人
の
よ
う
で

す
が
、

実
際
に
昔
、
画
家
と
し
て
お
札
の
精
密
画

を
展
覧
会
に
出
品
し
、「
ニ

セ
札
犯
」
と
マ

ス
コ
ミ

を
に

ぎ
わ
せ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

現
在
な
ら
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て

話
題
に
も

な
ら
な
い
こ
と
で
し

ょ
う
。

前
衛
芸
術
家
と
し
て
も
読
売
ア
ン
デ
パ

ン
ダ
ン
展
な
ど
で

活
躍
。
小
説
家
と
し
て

は
、
昭
和
五
十
四
年
の
デ
ビ
ュ

ー
作
「
肌

ざ
わ
り
」
で
中
央
公
論
新
人
賞
、
五
十
六

年
「
父

が
消
え

た
」
で
芥
川
賁
を
受
賞
。

主
な
著
書
に
「
櫻
画
報
大
全
」
「
東
京
ミ
キ

サ
ー
計
画
」
「
外
骨
と
い
う
人
が
い
た
！
」

な
ど

が
あ
り
ま

す
。

画
家
と
し
て
の
感
性
が
と
ら
え
る
短
編

や
エ
ッ
セ
ー
に
独
特
の
も
の

が
あ
り
、
こ

の
「
東
京
路
上
探
険
記
」
で
も
、
日

常
的

な
意
識
の
中
で
の
ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え

た
観
察
で

、
町
中
の
古
い

も
の
、
珍
し
い

も
の
、
変
わ
っ
た
も
の

な
ど
い
ろ
い
ろ
紹

介
し
て
い

き
ま
す
。

こ
の

間
、
森
伸
之
君

が
写
真
と
い
っ
し

よ
に

あ
る
報
告
書
を
持
っ
て
き
た
。
千
葉

の
松
戸
に
住
ん
で
い
る
人
で
あ
る
。
常
磐

線
で
行
き
来
し
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
い

つ

も
電
車
の
窓
か
ら
妙
な
建
物

が
見
え
て

い
た

。
屋
根
の
上
に
二
本
の
太
い
角
が
突

き
出
し
て
い

る
の
だ
。
は
じ
め
は
煙
突
か

と
思
っ
た
。

（
中
略
）

「
あ
の

う

…

お
宅
の
屋
根
の
上
の

、

あ
の
煙
突
み
た
い
な
も
の
は
何
で

す
か
」

そ
う
や

っ
て
つ
い
に
質
問
を
発
し
て
し

ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
聞
か
れ
た
男
は
、

し
か
し
こ

れ
が
意
外
に

、
よ
く
ぞ
訊
い
て

く
れ
ま
し
た
と
言
わ
ん

ば
か
り
の
表
情
な

の
だ
。

「
あ
れ
は
ね

、
ス

ピ
ー
カ
ー
な
ん
で
す
」

「
え
・
！
」

「
ス

ピ
ー
カ

ー
が
入

っ
て
い
る
ん
で

す

よ
」

「
え
？

」

（
中
略
）

む

き
出
し
の
ス
ピ

ー
カ
ー
が
大
小
と
り

ま
ぜ
て
三
つ

ず
つ
並
ん
で
い
る
。
音
の

装

置
な
の
だ
。
つ
ま
り
こ
こ
は
オ

ー
デ
ィ
オ

マ
ニ
ア
の
巣
窟
な
の
だ
。

（
中
略
）

尾
辻

克
彦

「

東

京

路

上

探

険

記

」

ま
つ
ど
文
学
散
歩
　
3

5

松戸
少年少女
発明クラブ

最初に作つたかごは、ふたの開け閉

めがうまくいかず、改良するのに苦労

しました。

結城君にも協力してもらいました。

スナップショット
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